
（別紙３）

～ 令和８年　２月　２０日

（対象者数） ２７人 （回答者数） ２３人

～ 令和８年　２月　２８日

（対象者数） ７人 （回答者数） ７人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

全ての職員が相談に応じられるように、研修や会議等を充実

させスキルアップを目指す。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

改善に向けて、適する資格者を探している。

2

関心を持っていただけるように、地域の施設に向けて発信を

していきたい

3

○事業所名 児童デイサービス　ひなたぼっこ垂水

○保護者評価実施期間
令和８年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

令和８年　２月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　　３月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

第三者委員会の外部評価を行えずにいる。

近隣の保育所やこども園など、保育施設との連携が乏しく交流

が少ない

周辺教育機関との職員間の研修等による交流はあるが、子ども

同士の交流となるとスケジュール調整等が難しく、実現できて

いない。

お子様のお悩みや課題に対し、充実した支援が行えるように連

絡帳や参観、懇談などを設け、ご家族が気軽に相談が出来るよ

うな環境を意識している。

お伺いした相談事や課題に対して真摯に対応し、ご家庭との連

携によって悩みを解決できるよう努め、状況に応じて専門機関

の紹介もさせていただいている。

日々の活動や製作が固定化されないように、職員間で意識しな

がらプログラムを考えると共に、保護者にも連絡帳や通信、

SNS等を通して日々の様子を発信している。

個々で必要とされる支援内容を職員間で共有・意識すると共

に、季節の行事やイベントを通して四季の知識や感性が育まれ

るように工夫している。

活動スペースを広く設けており、広々と使えることでより充実

した支援を展開できる。

事業所における自己評価総括表公表


